
(2) 下水汚泥処分状況グラフ

平成１８年度下水汚泥処分状況
(発生時乾物量ﾍﾞｰｽ)
総発生量138．3ds-千ｔ

埋立処分
17%

建設資材利用
49%

緑農地利用
34%

平成18年度下水汚泥性状別処理処分状況（発生時乾燥重量ベース） 単位：ds-t/年

緑農地利用 肥料原料 セメント原料 セメント原料以外

液状汚泥 7 7 0.0%

脱水汚泥 4,730 18,298 8,311 4,259 160 2,747 38,505 27.8%

コンポスト 10,707 10,707 7.7%

乾燥汚泥 1,964 10,232 9,070 21,266 15.4%

焼却灰 14,013 5,010 48,695 81 67,799 49.0%

合計 20,707 39,237 8,318 18,339 48,855 2,828 138,284

％ 15.0% 28.4% 6.0% 13.3% 35.3% 2.0% 100.0%

緑農地利用 建設資材
埋立処分 その他汚泥性状 合計 ％

用途の｢その他｣は、場内ストック、調査試験用、減溶化など



平成１８年度下水汚泥処分状況
(処分時現物量ﾍﾞｰｽ)
総発生量170．0千ｔ

埋立処分
18%

建設資材利用
26%緑農地利用

56%

(2) 下水汚泥処分状況グラフ

平成18年度下水汚泥性状別処理処分状況（処分時現物重量ベース） 単位：t/年

緑農地利用 肥料原料 セメント原料 セメント原料以外

液状汚泥 307 307 0.2%

脱水汚泥 20,248 37,152 27,167 10,647 223 7,138 102,575 60.3%

コンポスト 22,846 22,846 13.4%

乾燥汚泥 1,602 7,621 6,031 15,254 9.0%

焼却灰 2,165 2,818 24,021 45 29,049 17.1%

合計 24,015 67,620 27,474 19,496 24,244 7,183 170,032

％ 14.1% 39.8% 16.2% 11.5% 14.3% 4.2% 100.0%

汚泥性状 埋立処分
緑農地利用 建設資材

その他 合計 ％

用途の｢その他｣は、場内ストック、調査試験用、減溶化など


